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R＝lm　　　－9・　　　　一ノ？
　　　　（a）モードマツチングの間題
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（b）モードマツチングの等価回路〔単位はm〕

　　　　　　図21

x2

告
G一 Q17 　＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実線（r，x）チャート
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、点線（G，B）チャート

　　　　　　　　　　　　　O．O
図22　モードマッチングを計算するスミスチャート
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　これを計算するために，半透明紙

にかいたスミス・チャートを2枚用

意して，図22のようにかさね，上

（実線）をインピーダンス・チャー

ト（r，X），下（点線）をアドミッタ

ンス・チャート（G，B）とする．

　価等回路（図21（b））のB点の曲

率半径（G’i）－1mだから，　G＝1

と，r＝・O．4／2の交点がその点Bで

ある．したがって，レーザの共焦点

距離x、は，　r＝0．2だけもどった

A点から，Xl≒0．4であることがわ

かる．B点は，凸レンズ91によ

り，同じスポットサイズでG→Q◎

へうごく（点C）．これから50cm

はなれたところは点Dである．逆

に，r－0．03，　G・一　－1．Oの点Gか

ら，中心点Hへもどして干渉計の共

焦点距離x2≒0．17がわかる．これ

を平行光線にして点Fとなる．点D

から，レンズfoによる等B線上を

まわって，点Fからの等x線と交わ

る点がEである．すなわち，所要の

凸レンズの焦点距離！は，－f’1－

（－2．0）一（1．0）すなわち，！≒33cm

で，干渉計は，これから約38cm先

のところにおけばよい．
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